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会         議        記         録 

会 議 の 名 称 議会運営委員会 
会議場所 第３委員会室 

担当職員  阿久根由美子 

日 時 平成２６年２月４日（火曜日） 
開 議   午前 １０ 時 ００ 分 

閉 議   午前 １０ 時 １５ 分  

出席委員 ◎馬場 ○藤本  並河 中村 菱田 西村 湊 石野    ＜木曽議長 竹田副議長＞ 

執行機関 

出席者 

 

 

 

事務局 

出席者 

 

今西局長、藤村次長、山﨑係長、坂田主任、阿久根   

        

傍聴 可 市民 １名 報道関係者  名 議員１名（井上） 

会 議 の 概 要 
 

１０：００ 
 
〔馬場委員長 開議〕 
１ 予算審査体制について 

＜事務局長 説明＞ 

＜馬場委員長＞ 

 各会派の意見を。 

＜湊委員＞ 

 案１であるが、賛同が得られないなら案３で。 

＜並河委員＞<藤本副委員長＞ 

 案２で。 

＜中村委員＞＜石野委員＞＜西村委員＞ 

 案３で。 

＜馬場委員長＞ 

 意見の多かった案３の現行どおりとする。 

 

２ 広報広聴会議報告 

（１）新議会報告＆わがまちトーク実施検討 

＜菱田委員（広報広聴会議委員長）＞ 

 現行議会報告会は２月で一巡する。継続するのか検討の必要があるが、新しい議会

報告会を実施したうえでの検討にしたいと考えている。 

 ①放課後児童会については市民の要望によるもので、総務文教常任委員会で実施を

検討願う。 

 ②大規模スポーツ施設については市民の意見を聞き調査をしていくために行う。 

 ③議員報酬、定数については議会運営委員会で検討されているもので連携しながら、

市民意見を聴取する。 

以上の３テーマを実施に向け取り組みたいので協力を願う。 

＜藤本副委員長＞ 

 報酬・定数は先の議運で確認したスケジュール等に則り行うのか。 
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＜菱田委員＞ 

 広報広聴会議が先導するのではなく議運と連携して行う。 

＜馬場委員長＞ 

 大規模スポーツ施設は設置主体が京都府で範囲が限定されると思うがどうか。 

＜菱田委員＞ 

 市民の関心が高いのでテーマとした。慎重に取り組む必要があると思っている。 

＜並河委員＞ 

 具体的にどう進めるのか。 

＜菱田委員＞ 

 広聴活動の一環として実施するもので具体的なことは今後検討する。 

 

（２）フェイスブック 

＜菱田委員＞ 

 議会がフェイスブックで情報発信するため、運用方針案を作成した。決定すればガ

イドラインを作成し実施していきたい。 

＜馬場委員長＞ 

 運用方針案を会派で協議願う。 

＜菱田委員＞ 

 各会派の広報広聴会議委員に内容を確認され協議願う。 

 

  

３ その他 

＜馬場委員長＞ 
 次回の議会運営委員会は２月 17 日午前 10 時から。 

散会 １０：１５ 


